
謹
啓 

寒
さ
厳
し
き
折
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
こ
の
度
、
岩
渕
修
一
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

岩
渕
先
生
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
名
古
屋
大
学
に
て
理
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
、
学
位
取
得
後
、
京

都
大
学
基
礎
物
理
学
研
究
所
研
究
員
、
同
講
師
を
経
て
、
当
時
西
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
（
旧
ベ
ル

リ
ン
大
学
）
理
論
物
理
学
研
究
所
に
客
員
研
究
員
と
し
て
二
年
六
ヶ
月
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
る
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
研
究
所
に
も
短
期
滞
在
研
究
員
と
し
て
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
株
式
会
社
東
芝
に
移
ら
れ
、
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
研
究
所
お
よ
び
基
礎
研
究
所
で
、
極
微
細
構
造
で
の
量
子
伝

導
特
性
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
九
年
に
奈
良
女
子
大
学
に
助
教
授
と
し
て
着

任
さ
れ
、
平
成
十
二
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
大
阪
大
学
極
限
物
質
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
、
科
学
技
術
庁
金
属
材
料
技
術
研
究
所
客
員
研
究
官
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

岩
渕
先
生
の
ご
研
究
は
、
物
性
理
論
と
呼
ば
れ
る
理
論
物
理
学
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
分
子
性
導
体
等
の

擬
一
次
元
電
子
系
の
相
転
移
、
ベ
ー
テ
仮
説
に
基
づ
い
た
強
相
関
系
の
厳
密
解
、
メ
ゾ
ス
コ
ピ
ッ
ク
系
の
量

子
伝
導
現
象
、
量
子
も
つ
れ
情
報
の
物
理
と
多
岐
に
渡
り
、
各
々
の
分
野
に
て
多
く
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
実
験
結
果
を
直
接
解
明
す
る
よ
う
な
実
験
研
究
者
と
の
共
同
研
究
か
ら
、
数
理
物

理
を
駆
使
し
た
純
粋
理
論
ま
で
と
、
大
変
幅
広
い
の
が
特
徴
で
す
。 

 

教
育
面
で
は
、
学
部
お
よ
び
大
学
院
で
多
く
の
講
義
を
担
当
さ
れ
、
物
理
学
の
知
識
か
ら
物
理
に
接
す
る

態
度
ま
で
、
多
く
の
こ
と
を
受
講
生
に
伝
え
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
室
で
は
、
多
く
の
学
生
を
研

究
指
導
さ
れ
、
厳
し
い
中
に
も
温
か
い
眼
差
し
を
も
っ
て
学
生
と
接
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
、
修
了
し

た
後
に
も
、
先
生
を
慕
っ
て
研
究
室
を
訪
れ
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
。
学
生
が
質
問
等
で
先
生
の
居
室
を
訪

ね
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
気
さ
く
な
面
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
学
運
営
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
の
大
学
院
改
組
で
は
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
力
を
発
揮
さ
れ
、
現
在
の
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
形
を
作
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
は
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
評
議
員
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十

四
年
度
ま
で
は
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
男
女
共
同
参
画
推
進
機
構

キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
本
部
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

岩
渕
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
先
生
の
ご
健
康
と
今
後
一
層
の
ご
発
展
を
願

っ
て
、
退
職
記
念
講
義
お
よ
び
記
念
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

 

平
成
二
十
八
年
一
月
吉
日 

岩
渕
修
一
先
生
退
職
記
念
事
業
発
起
人
代
表 

奈
良
女
子
大
学
研
究
院
自
然
科
学
系
教
授 

吉
岡 

英
生 



記 

退
職
記
念
講
義 

日
時 

平
成
二
十
八
年
三
月
五
日
（
土
）
十
一
時
か
ら
十
二
時
三
十
分 

（
十
時
三
十
分
よ
り
受
付
） 

場
所 

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
Ｓ
棟
二
階 

Ｓ
２
３
５
教
室 

退
職
記
念
会 日

時 

平
成
二
十
八
年
三
月
五
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
三
十
分 

（
十
二
時
三
十
分
よ
り
受
付
） 

場
所 

奈
良
女
子
大
学
ラ
ウ
ン
ジ
（
文
学
部
Ｓ
棟
一
階
） 

会
費 

五
千
円
（
記
念
品
代
を
含
む
） 

 

誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
準
備
の
都
合
上
、
退
職
記
念
事
業
へ
の
出
席
の
可
否
を
左
記
連
絡
先
へ
の
電

子
メ
ー
ル
に
て
二
月
十
二
日
（
金
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
そ
の
際
は
メ
ー
ル
の
件
名
を
「
岩
渕
修

一
先
生
退
職
記
念
事
業
」
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
会
費
は
当
日
の
退
職
記
念
会
受
付

で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

連
絡
先 

奈
良
女
子
大
学
研
究
院
自
然
科
学
系
物
理
学
領
域 

吉
岡 
英
生 

〒
六
三
〇
‐
八
五
〇
六 

奈
良
市
北
魚
屋
西
町 

電
話 

〇
七
四
二
（
二
〇
）
三
三
八
一 

電
子
メ
ー
ル 

h-yoshi@
cc.nara-w

u.ac.jp

発
起
人 

石
井 

邦
和 

上
江
洌 

達
也 

太
田 

直
美 

小
川 

英
巳 

狐
崎 

創 

清
川 

修
二 

下
村 

真
弥 

高
橋 

智
彦 

戸
田 

幹
人 

永
廣 

秀
子 

林
井 

久
樹 

比
連
崎 

悟 

松
岡 

由
貴 

宮
林 

謙
吉 

山
内 

茂
雄 

山
本 

一
樹 

吉
岡 

英
生 

（
五
十
音
順
） 


